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●
浮
田
和
夫

西
原
貿
易
東
京
支
店
勤
務
。
三
十

四
歳
？

一
年
前
に
神
戸
本
社
か
ら
転
勤
。
妻
康

子
と
は
本
社
時
代
に
社
内
結
婚
。
大
学
卒
業
以
来
、

三
年
ご
と
に
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
の
西
原

貿
易
は
四
度
目
の
職
場
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
裏

切
ら
れ
ど
お
し
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
運
に
自
信

を
失
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
西
原
貿
易
に
就
職
し

て
、
今
年
は
そ
の
「
三
年
目
の
不
運
」
の
年
で
あ

る
。
そ
ん
な
時
に
事
件
は
お
き
る
。

本
社
へ
の
出
張
か
ら
夜
行
で
帰
社
し
た
浮
田
和

夫
に
、
同
僚
の
欠
勤
で
、
予
期
し
な
い
仕
事
、
為

替
管
理
制
度
の
規
制
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
手
段
で
あ

る
「
預
か
り
金
」
を
取
引
先
の
指
定
人
に
持
参
す

る
「
は
こ
び
屋
」
を
引
き
受
け
る
羽
目
に
。

キ

ャ

リ

ア

と
こ
ろ
が
、
預
か
り
金
を
持
参
し
た
先
で
待
っ

て
い
た
の
は
、
血
を
流
し
て
死
ん
で
い
る
指
定
人

ら
し
き
人
物
の
死
体
で
、
持
参
金
三
十
万
円
は
宙

に
浮
い
て
し
ま
う
。
浮
田
は
、
心
の
揺
れ
か
ら
こ

れ
を
着
服
、
逃
亡
者
と
な
り
、
真
犯
人
を
見
つ
け

る
べ
く
、
妻
と
共
に
神
戸
へ
向
か
う
。

●
大
垣
清
二

西
原
貿
易
経
理
部
長

●
有
本
礼
一
郎

西
原
貿
易
本
社
営
業
部
勤
務
。

浮
田
の
本
社
時
代
の
同
僚
、
一
ば
ん
仲
が
よ
か
っ

た●
名
倉

西
原
貿
易
東
京
支
店
長

●
福
島
圭
造

西
原
貿
易
東
京
支
店
勤
務

●
水
村
英
介

四
十
五
歳
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
。
戦
時

中
、
徴
用
さ
れ
、
冨
田
組
に
配
属
、
Ｓ
県
Ｋ
村
Ｈ

山
で
「
華
人
労
務
者
」
の
現
場
監
督
を
し
て
い
た

過
去
を
持
つ

●
劉
廷
茂

新
宿
の
中
華
料
理
店
「
紅
杏
楼
」
主

人
。
「
努
力
！
有
効
果
的
努
力
！
」
が
口
癖
。

戦
時
中
、
日
本
軍
に
よ
り
、
天
津
の
港
か
ら
日

本
に
連
行
さ
れ
、
Ｓ
県
Ｋ
村
Ｈ
山
で
「
華
人
労
務

者
」
と
し
て
使
役
さ
れ
た
。

●
丁
克
智

「
紅
杏
楼
」
の
帳
簿
付
け
。
一
九
二

〇
年
、
山
東
省
生
ま
れ
。
戦
時
中
、
劉
廷
茂
と
同

じ
Ｓ
県
Ｋ
村
Ｈ
山
で
の
経
歴
を
持
つ
。

課
せ
ら
れ
た
運
命
を
率
直
に
認
め
よ
う
と
し
な

い
彼
は
な
に
か
と
反
抗
、
現
場
監
督
で
あ
る
「
ハ

ン
チ
ョ
ウ
」
の
虐
待
の
餌
食
と
な
っ
た
。
顎
に
、

そ
の
時
受
け
た
一
筋
の
深
い
傷
が
残
る
。
十
八
年

後
の
今
も
、
「
ハ
ン
チ
ョ
ウ
」
を
見
つ
け
出
し
復

讐
し
よ
う
と
狙
っ
て
い
る

●
ハ
ン
チ
ョ
ウ

戦
時
中
、
徴
用
さ
れ
、
冨
田
組

に
配
属
。
Ｓ
県
Ｋ
村
Ｈ
山
「
華
人
労
務
者
」
の
現

場
監
督
。
第
六
班
班
長

●
広
瀬
警
部

警
視
庁
の
警
部

●
赤
根
警
部
補

山
梨
県
警
の
警
部
補

●
笠
本
警
部
補

兵
庫
県
警
の
警
部
補

●
八
木
絹
子

三
十
三
歳
。
三
宮
の
煉
瓦
通
り
に

あ
る
ス
タ
ン
ド
・
バ
ー
「
夕
凪
」
の
マ
ダ
ム
。
住

居
は
楠
町
の
ア
パ
ー
ト

『
天
の
上
の
天
』

主
人
公
の
人
物
紹
介
と
導
入

そ
の
他
の
主
な
登
場
人
物

講談社単行本表紙

『枯草の根』で作家デビューした陳舜臣

さん、最初の10年を取ってみますと刊行

作品は左の表のようになります。1965年

のエッセイ、『神戸というまち』と1967

年の中国の歴史に題材をとった小説『阿

片戦争』を除くと、あとはすべて推理小

説です。

つまり、作家陳舜臣は、この時期の推

理小説抜きでは語れないということです。

そういう意味で、左記表掲載の内、本

通信未紹介推理小説を発行年順に全点、

紹介してまいります。
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徳間文庫版『天の上の天』 井家上隆幸氏の「解説」 より抜粋転載
い け が みたかゆき

(

小
見
出
し
、及
び
傍
線
は
編
集
委
員)

一
九
六
三
年
の
神
戸
の
貿
易
会
社

を
舞
台
に
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
、
陳

舜
臣
『
天
の
上
の
天
』
に
は
、
た

と
え
ば
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
三
五
円
、

一
ド
ル
は
三
六
〇
円
、
経
理
部
長

の
月
給
が
七
万
六
〇
〇
〇
円
、
バ
ー

の
マ
マ
を
囲
う
の
に
お
手
当
が
五

万
円
、
コ
ー
ル
ガ
ー
ル
の
報
酬
が

二
時
間
ぐ
ら
い
で
五
〇
〇
〇
円
と

い
っ
た
、
あ
の
当
時
を
体
験
し
て

い
る
人
間
に
は
懐
か
し
い
数
字
が
、

さ
り
げ
な
く
出
て
く
る
。

あ
の
時
代
、
六
〇
年
安
保
闘
争

直
後
に
就
任
し
た
池
田
勇
人
首
相

が
「
所
得
倍
増
政
策
」
を
ぶ
ち
あ

げ
て
、
日
本
は
一
気
に
“
経
済
大

国
”
へ
の
道
を
ひ
た
は
し
り
は
じ

め
た
。
①

し
か
し
、
そ
こ
に
生
き
た
人
間

個
々
の
生
活
は
ま
だ
不
安
が
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
。
日
本
人
に
は
ま
だ

五
〇
年
代
の
不
況
の
記
憶
が
根
強

く
残
っ
て
い
て
、
そ
の
好
況
は
じ

つ
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
か

な
ら
ず
不
況
が
や
っ
て
く
る
と
い
っ

た
漠
然
た
る
不
安
感
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
え
る
。

『
天
の
上
の
天
』
と
い
う
小
説
の

主
人
公
と
い
う
か
狂
言
回
し
役
の

浮
田
和
夫
も
、
そ
う
い
う
日
本
人

の
ひ
と
り
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
に
か
く
な
ん
と
し
て

で
も
会
社
に
す
が
り
つ
き
た
い
ー

そ
う
い
う
浮
田
和
夫
の
気
分
は
、

当
時
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
大
多
数

の
心
情
で
も
あ
っ
た
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。

陳
舜
臣
氏
は
、
「
天
は
す
べ
て

を
見
通
し
て
い
る
」
と
、
罪
に
怯

え
、
や
み
く
も
に
逃
走
を
つ
づ
け
、

し
だ
い
に
そ
の
恐
怖
の
重
み
に
た

え
ら
れ
な
く
な
っ
て
“
縮
小
”
し

て
い
く
小
心
な
“
逃
亡
者
”
浮
田

和
夫
の
心
理
の
綾
を
、
じ
っ
く
り

と
み
つ
め
え
が
い
て
い
く
。

そ
の
“
逃
亡
者
”
の
心
理
の
葛

藤
と
“
縮
小
”
が
、
こ
の
『
天
の

上
の
天
』
と
い
う
推
理
小
説
の
主

題
で
あ
る
が
、
そ
の
主
題
に
さ
ら

に
奥
行
き
を
も
た
せ
て
い
る
の
が
、

太
平
洋
戦
争
末
期
、
日
本
人
に
よ
っ

て
中
国
か
ら
“
華
人
労
働
者
”
と

し
て
強
制
連
行
さ
れ
、
過
酷
な
労

働
を
強
制
さ
れ
虐
待
さ
れ
た
、
丁

克
智
と
い
う
在
日
中
国
人
の
存
在

で
あ
る
。

あ
る
事
件
や
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ

は
無
関
係
な
人
間
が
と
も
に
関
わ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
謎
が
増
幅
さ

れ
て
い
く
と
い
う
手
法
で
、
懐
の

深
い
推
理
小
説
を
構
築
し
て
い
く

の
が
、
陳
舜
臣
と
い
う
作
家
の
特

徴
で
あ
る
。

展
開
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
身
を

ゆ
だ
ね
て
い
れ
ば
、
事
件
は
解
決

す
る
。
そ
の
間
に
ア
ク
シ
ョ
ン
あ

り
、
ベ
ッ
ド
シ
ー
ン
あ
り
、
「
オ

カ
ル
ト
」
的
猟
奇
性
あ
り
の
“
ミ

ス
テ
リ
ー
”
は
、
読
者
に
な
ん
の

精
神
的
負
荷
を
も
か
け
な
い
か
ら
、

暇
つ
ぶ
し
に
は
恰
好
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
陳
舜
臣
氏
の

作
品
は
、
読
む
の
に
、
あ
る
種
の

精
神
的
緊
張
を
求
め
ら
れ
る
。
だ

か
ら
、
決
し
て
「
今
風
」
で
あ
る

と
は
い
え
な
い
が
、
し
か
し
、
ミ

ス
テ
リ
ー
を
読
む
醍
醐
味
は
、
謎

解
き
で
あ
り
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
行

で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
「
人

間
観
照
」
の
眼
が
ど
れ
ほ
ど
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
て
あ
る
か
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。

徳間文庫版表紙

当
時
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
心
情

『
天
の…

』
主
題
と
在
日
中
国
人

丁
克
智
を
登
場
さ
せ
た
意
図

陳
氏
の
作
品
は
、読
む
の
に
、あ
る

種
の
精
神
的
緊
張
が
求
め
ら
れ
る

犯罪者、逃亡者となって殺人犯を追う浮田和夫が

感じた『天』とは。

「低い天が彼のうえにかぶさっている。その天には

無数の目がついていて、どこからでも、彼の行動を

監視しているのだ」(徳間文庫p.239)「無数の目を

もつというより、すでに天は『目』そのものではな

いか」(p.278)「蔽いかぶさってくる『天』。いく
おお

ら駆けまわっても、釈迦の手のひらから出られなかっ

たという孫悟空のように、彼も『天』からのがれる

ことができない」(p.283)

結末です。「頭上すれすれまでかぶさっていた、

あの執拗な『天』は、彼の幻想にすぎなかったらし

い。そのうえに、ほんとうの『天』があって、それ

は、彼をまったく問題にしなかったというのだ。己

のつくり出した幻の『天』におびえていたわけだ。

浮田は自分をこれほど卑劣なものと感じたことはな

い。ちっぽけな、虫けらのようにちっぽけな、あわ

れな人間。羞ずかしさのあまり、目のくらむ思いが

した。」(p.365)

戦後の日本経済は、朝鮮戦争の

特需景気、神武景気、岩戸景気、

オリンピック景気と続いて、概

して好況と見えた。

私(橘)が入社した一九六五年

は、オリンピックの翌年で、就

職難という記憶は無い。因みに、

初任給は27,500円。

『天の上の天』 補足(2) 上枠内、傍線①の箇所

『天の上の天』 補足(1) 題名の意味
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『黒いヒマラヤ』 作中時間は、１９６０年代はじめ、チベット反乱に続く時代 登場人物ほか

●
長
谷
川

ヒ
マ
ラ
ヤ
学
術
調
査
団
の
カ
メ
ラ
マ
ン
。

軍
隊
時
代
衛
生
兵
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
医
学
の
知
識
が

あ
る
。
シ
ッ
キ
ム
と
印
度
の
国
境
に
沿
っ
た
村
、
ル
ク

ラ
で
、
瀕
死
の
チ
ェ
ン
モ
活
仏
に
請
わ
れ
看
取
る
。
頼

み
事
を
さ
れ
た
よ
う

●
チ
ェ
ン
モ
活
仏

チ
ベ
ッ
ト
東
部
貧
農
の
出
。
僧
院

か
つ
ぶ
つ

に
入
り
、
三
十
代
で
ダ
ラ
イ･

ラ
マ
の
役
人
に
選
抜
さ
れ

て
南
京
に
数
年
駐
在
。
こ
の
時
期
、
中
国
人
女
性
に
生

ま
せ
、
満
一
歳
の
時
に
別
れ
た
娘
が
い
る
。

や
が
て
、
化
身
ラ
マ
に
昇
進
。
大
地
主
、

大
農
奴
主
で
も
あ
る

●
毛
利
哲
夫

主
人
公
、
三
十
七
歳
。
長

谷
川
の
中
学
時
代
か
ら
の
友
人
。
Ｓ
物
産

の
カ
ル
カ
ッ
タ
駐
在
員
だ
っ
た
が
会
社
が

倒
産
、
自
由
の
身
に
な
っ
た
機
会
を
捉
え
、

長
谷
川
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
の
町
、
カ
ム
ド

ン
で
落
ち
合
う
こ
と
に
な
り
や
っ
て
き
た
。

彼
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
う
ら
ぶ
れ
た
下
宿
の

壁
に
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の
カ
ラ
ー

写
真
が
貼
っ
て
あ
り
、
そ
の
、
人
間
の
あ

ざ
と
さ
を
超
越
し
た
銀
白
の
山
姿
は
、
い

つ
も
毛
利
の
心
を
洗
っ
て
く
れ
た
。
長
谷

川
に
会
い
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

朝
夕
写
真
で
な
じ
ん
だ
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ
を
、
い
ち
ど
自
分
の
目
に
お
さ
め
た

か
っ
た
の
だ

■
ヒ
マ
ラ
ヤ
学
術
調
査
団

十
二
人
の
学

者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
カ
メ
ラ
マ
ン
か

ら
成
り
、
現
地
に
三
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
す
る

予
定
。
地
質
学
、
人
類
学
、
生
物
学
、
民

俗
学
、
言
語
学
な
ど
の
専
門
家
が
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
麓
各
地
の
実
地
調
査
を
す
る
。
調
査

団
の
主
力
は
、
す
で
に
ネ
パ
ー
ル
に
入
っ
た
が
、
数
名

が
ま
だ
印
度
領
内
の
カ
ム
ド
ン
付
近
に
と
ど
ま
っ
て
い

た●
白
井
博
士

ヒ
マ
ラ
ヤ
学
術
調
査
団
員
、
動
物
学
者

●
白
井
久
子

白
井
博
士
の
娘
。
五
年
間
、
大
崎
俊
夫

と
同
じ
研
究
室
に
い
た
こ
と
が
あ
る
。
東
京
で
ヒ
マ
ラ

ヤ
学
術
調
査
団
が
結
成
さ
れ
た
と
き
に
は
じ
め
て
長
谷

川
を
知
っ
た
。
「
長
谷
川
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な

い
と
い
え
る
と
同
時
に
、
彼
の
こ
と
な
ら
誰
よ
り
も
よ

く
知
っ
て
い
る
と
い
う
気
も
し
た
」

●
大
崎
俊
夫

ヒ
マ
ラ
ヤ
学
術
調
査
団
員
、

Ｔ
大
学
の
言
語
学
の
助
教
授

●
勝
田

ヒ
マ
ラ
ヤ
学
術
調
査
団
員
、
富
士

新
聞
記
者
。
長
谷
川
の
同
僚

●
李
修
康

以
前
、
国
民
政
府
の
役
人
。
チ

ベ
ッ
ト
に
駐
在
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
、

チ
ェ
ン
モ
活
仏
と
懇
意
に
し
て
い
た

●
李
碧

李
修
康
の
娘
。
長
谷
川
の
遺
品
、

リ
ー
・
ピ
ー

定
期
券
入
れ
に
、
「
李
碧
」
と
書
い
た
黄
色

い
紙
片
が…

●
フ
サ
イ
ン

カ
ム
ド
ン
・
ホ
テ
ル
支
配
人
。

回
教
徒
の
イ
ン
ド
人

●
ミ
ー
ル
警
部

カ
ム
ド
ン
警
察
署
警
部
。

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
」
と
呼
ば
れ
る
英
印
混
血

児
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
負
い
目
と
な
っ
て

い
る

●
荘
赫
黎

甘
頓
中
華
学
校
教
師
、
大
男
。

ツ
ァ
ン

カ
ム
ド
ン

東
南
ア
ジ
ア
で
の
戦
歴
を
も
つ
脱
走
兵
あ
が

り
の
中
国
人

●
バ
ッ
サ
ン

び
っ
こ
の
小
男
。
父
親
は
立

派
な
宝
石
商
。
父
の
死
後
も
看
板
だ
け
は
も

と
の
マ
マ
。
宝
石
の
鑑
定
眼
は
あ
る
。
荘
赫

黎
に
二
階
を
貸
し
て
い
る
。
バ
ク
チ
の
も
と

で
稼
ぎ
の
た
め
な
ら
な
ん
だ
っ
て
す
る

●
胡
明
基

カ
ム
ド
ン
の
紳
商
。
李
修
康
の
チ
ベ
ッ
ト

フ
ー

在
任
時
代
の
友
人
。
李
修
康
に
恩
が
あ
る

●
林
淑
瑶

十
七
歳
。
両
親
は
雲
南
省
出
身
の
旅
芸
人
。

父
は
巡
業
中
、
カ
ム
ド
ン
で
死
去
。
母
も
三
年
前
死
去
。

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
と
な
り
、
胡
明
基
邸
の
女
中
と
な
る
。

荘
赫
黎
を
恩
師
と
尊
敬
す
る

●
ハ
ー
ト
博
士

ヒ
マ
ラ
ヤ
病
院
の
院
長
格
。
「
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
聖
者
」
の
異
名
を
も
つ

●
ウ
ィ
ル
ソ
ン
夫
人

ヒ
マ
ラ
ヤ
病
院
創
設
者
ウ
ィ
ル

ソ
ン
博
士
の
未
亡
人
。
七
十
歳
に
近
い

●
北
見
二
郎

ヒ
マ
ラ
ヤ
病
院
医
師

●
ク
リ
シ
ュ
ナ

若
い
イ
ン
ド
人
医
師

●
ジ
ュ
リ
ア･

ハ
ミ
ル
ト
ン

ヒ
マ
ラ
ヤ
病
院
看
護
婦
。

ブ
ロ
ン
ド
娘
。
ハ
ー
ト
博
士
と
親
密
な
間
柄

『
黒
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
主
な
登
場
人
物

ほ
かカンチェンジュンガ

カムドン略図
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「
紺
碧
の
空
に
、
幻
想
的
な
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ
の
真
っ
白
な
山
姿
」(

中
公
文
庫
版
p.7)

。

「
人
間
の
あ
ざ
と
さ
を
超
越
し
た
銀
白
の
山
姿
」

(

p.
14)

な
ど
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
は
「
白
」

が
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
題
名
で
は
『
黒
い
ヒ

マ
ラ
ヤ
』
と
「
黒
」

が
冠
せ
ら
れ
て
い

る
。
難
解
な
題
が

多
い
陳
舜
臣
さ
ん

の
推
理
小
説
で
は

わ
か
り
や
す
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
霊
峰
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
を
背
景
に
、

聖
都
に
突
如
起
こ
っ
た
謎
の
連
続
殺
人
事
件
。秘
宝

を
め
ぐ
っ
て
ま
き
お
こ
る
人
間
欲
の
熾
烈
な
ド
ラ
マ

し

れ

つ

を
緻
密
な
構
成
と
詩
的
文
体
で
描
く
。

右
は
文
庫
本
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
す
。
確
か

に
、
『
黒
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
に
は
、
詩
的
文
体
が
頻

出
し
ま
す
。
一
例
で
す
。

い
ま
、
森
は
飽
食
し
た
養
分
を
喉
か
ら
も
ど
し

て
、
舌
の
う
え
に
こ
ろ
ば
せ
て
い
る
。
懸
命
に
か

き
こ
ん
で
い
る
と
き
は
、
生
命
保
持
の
闘
争
と
い

う
悲
壮
美
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
舌
な
め
ず
り
し
だ

す
と
、
い
や
ら
し
さ
が
拡
大
さ
れ
る
。
森
は
自
分

た
ち
の
汚
濁
が
、
す
ぐ
目
の
ま
え
に
あ
る
清
澄
な

カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
と
対
比
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
ら
な
い
。
む
き
だ
し
の
猥
雑
が
そ
こ
に
あ
っ

わ
い
ざ
つ

た
。(p

.2
62
)

推
理
小
説
に
は
一
種
の
周
期
が
あ
る

サ
イ
ク
ル

よ
う
で
あ
る
。
安
楽
椅
子
に
も
た
れ
て

パ
イ
プ
を
く
ゆ
ら
し
な
が
ら
読
む
一
握

り
の
ハ
イ
ブ
ラ
ウ(

■
教
養
の
あ
る
人)

の
読
者
の
た
め
の
読
物
か
ら
、
社
会
派

の
推
理
小
説
は
、
大
衆
社
会
の
読
物
と

し
て
読
者
層
を
一
気
に
拡
大
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
、
ト
リ
ッ
ク
中
心
の

“
英
国
紳
士
風
知
的
遊
戯
読
物
”
か
ら
、

人
生
の
は
げ
し
い
感
触
を
感
じ
さ
せ
る

小
説
に
止
揚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
推
理
小
説
に
社
会
性(

日
常

生
活
に
お
け
る
人
間
の
血
の
通
っ
た)

を
導
入
し
た
結
果
、
従
来
の
探
偵
小
説

の
現
実
離
れ
し
た
、
夢
と
あ
や
か
し
に

満
ち
た
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
が
希
薄
に
な
っ

た
こ
と
も
否
め
な
い
。

推
理
小
説
が
、
謎
解
き
中
心
の
虚
構

の
物
語
か
ら
、
日
常
的
な
人
生
の
感
触

あ
ふ
る
る
小
説
に
脱
皮
し
た
も
の
の
、

か
ん
じ
ん
の
推
理
味
が
う
す
れ
、
一
般

小
説
と
の
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

現
実
の
殺
人
や
凶
悪
犯
罪
に
、
読
者

は
毎
日
接
し
て
い
る
。
そ
れ
を
小
説
の

中
に
お
い
て
ま
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
に

藉
口
し
て
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と

し
ゃ
こ
う

読
ま
さ
れ
た
の
で
は
た
ま
ら
ぬ…

。

さ
て
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
私

が
言
い
た
い
と
こ
ろ
は
、
本
書
『
黒
い

ヒ
マ
ラ
ヤ
』
が
、
本
格
派
と
社
会
派
の

美
味
な
所
を
す
く
い
取
っ
て
つ
く
り
あ

げ
ら
れ
た
よ
う
な
推
理
小
説
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
作
品
に
お
い
て
、
作
者
は
本
格

の
推
理
味
を
少
し
も
損
わ
ず
に
宿
命
的

な
、
現
実
ば
な
れ
と
現
実
ら
し
さ
と
い

う
二
律
背
反
を
克
服
し
て
体
質
改
造
に

成
功
し
た
と
い
え
る
。

こ
の
作
品
の
舞
台
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

世
界
第
三
位
の
高
峰
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ
の
麓
に
あ
る
「
カ
ム
ド
ン
」
と
い

う
架
空
の
町
で
あ
る
。
そ
れ
が
あ
た
か

も
実
在
す
る
町
の
ご
と
く
、
写
実
的
な

ヒ
マ
ラ
ヤ
風
物
と
、
生
き
生
き
し
た
登

場
人
物
を
伴
っ
て
、
作
者
の
筆
に
よ
っ

て
描
き
出
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
色
彩
や
音
、
街
路
や
住
人

の
生
活
の
体
臭
ま
で
が
感
じ
取
れ
る
よ

う
な
描
き
方
で
あ
る
。
舞
台
設
定
は
、

そ
の
小
説
の
面
白
さ
を
左
右
す
る
重
要

な
要
素
で
あ
る
が
、
読
者
は
、
浮
世
の

喧
噪
と
俗
塵
か
ら
遠
く
離
れ
た
旧
き
よ

け
ん
そ
う

き
探
偵
小
説
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た

よ
う
に
感
じ
る
。

謎
に
包
ま
れ
た
中
国
人
美
女
を
は
じ

め
と
し
て
、
宝
石
商
、
、
下
宿
人
、
ホ

テ
ル
支
配
人
、
死
の
武
器
商
人
、
地
元

の
富
豪
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
聖
者
と
言
わ
れ

る
医
師
な
ど
怪
し
い
人
物
が
右
往
左
往

す
る
中
に
第
二
の
殺
人
事
件
が
発
生
し

て
、
謎
は
ま
す
ま
す
深
ま
る
。

複
雑
怪
奇
に
錯
綜
し
た
事
件
の
糸
を
、

論
理
的
に
根
気
よ
く
整
理
し
て
、
一
歩

一
歩
真
相
に
近
づ
い
て
行
く
過
程
は
本

格
推
理
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

犯
人
の
仕
掛
け
た
巧
緻
な
ト
リ
ッ
ク

と
そ
の
“
割
れ
”
の
妙
も
、
本
格
フ
ァ

ン
を
堪
能
さ
せ
る
。
よ
う
や
く
到
達
し

た
と
お
も
っ
た
事
件
の
真
相
の
奥
に
も

う
一
つ
の
底
が
隠
さ
れ
て
い
て
、
読
者

の
構
築
し
た
知
的
陥
穽
の
中
で
お
も
う

か
ん
せ
い

が
ま
ま
に
翻
弄
さ
れ
る
。
よ
う
や
く
突

き
止
め
た
犯
人
の
意
外
性
も
申
し
分
な

く
、
や
れ
や
れ
と
息
を
つ
い
た
読
者
は
、

ま
た
ラ
ス
ト
に
お
い
て
、
痛
烈
な
ど
ん

で
ん
返
し
を
食
わ
さ
れ
る
。

中
央
公
論
社
単
行
本
表
紙

『黒いヒマラヤ』 森村誠一氏「解説」ほか いくつかの補足

森
村
誠
一
氏
「
解
説
」
、抜
粋
転
載

小
見
出
し
、
傍
線
、■
は
編
集
委
員

推
理
小
説
、本
格
派
と
社
会
派

『
黒
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
は
両
者
の
美
味
な
と

こ
ろ
を
併
せ
持
つ
推
理
小
説

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
に
作
り
出
し
た

架
空
の
町
「カ
ム
ド
ン
」

巧
緻
な
ト
リ
ッ
ク
と
“
割
れ
”
の
妙

題
名

『
黒
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
』

熾
烈
な
ド
ラ
マ
を
詩
的
文
体
で
描
く


